
平成 30 年度理事会（総会）議事録

日 時 ：平成 30 年１月 21 日（日） 13 時～16時

場 所 ：クーポール会館 ７階会議室

出席者：定数 80 名のうち 出席 58 名 委任状 12通 2/3 以上出席 （成立宣言）

鷲頭会長挨拶

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。

昨年の秋、静岡県ソフトテニス連盟前会長で現名誉会長である髙木安一郎氏が、旭日双光章を受章

されました。髙木氏については多くの全国大会の成功に尽力されたほか、選手・指導者としてソフト

テニスの普及振興に貢献されました。

平成 29 年度もさまざまな事業がありましたが、皆様のご協力により無事に終わることが出来まし

た。大会成績につきましては、ジュニアやシニアの選手の方々が素晴らしい成績を収めていただき、

一般があともう一歩というところでした。今後の県連の課題としては、一般の成績を上げていくこと

が重要と思われます。平成 30年の 9月 8・9 日に全日本社会人選手権、平成 31 年には西日本小学生選

手権という大きな大会が控えておりますので皆様のご協力をいただいきたいと思います。

また、昨年は新聞等でドーピングや暴力の問題が取り沙汰されました。本連盟のなかにもそのよう

なことがないように、指導者の方々には気をつけていただいて、暴力の根絶を進めていきたいと思い

ます。ソフトテニスのおかれた立場が大変厳しいものがありますが、それを乗り越えて是非皆さんと

一緒になってソフトテニスの普及振興に努めていきたいと思います。宜しくご協力いただきたいと思

います。

１．平成 29年度事業報告（落合理事長）

理事会資料に基づき平成 29 年度事業報告全般を説明。

(1)大会に関する事業

・国民体育大会第 38 回東海ブロック大会が花川で 8 月に行われた。浜松市周辺の役員の方々には

大変お世話になるとともに、ブロック大会の審判は地元審判ということもあり、とても多くの審

判のご協力をいただいた。

・県連主催の大会については、9 月の第 41 回神奈川県・静岡県対抗ソフトテニス大会が雨のため

中止となった。

(2)選手強化育成に関する事業

小中高生や一般の強化監督や指導者の皆様には、土日の貴重な時間を割いて終日指導していい

ただいているが、今後も引き続きお願いしたい。

(3)指導者育成に関する事業

公認スポーツ指導員研修会を本年より雨でも開催できるように、2 月に掛川のしーすぽ、3 月に

は富士川の体育館で実施を計画している。

(4)会員登録に関する事業

昨年と比較すると約 1,000 人近い人数が減っている。1,000 人の内訳については、大半が中学

生にあたるため、4 月の中学生委員会で協議をしていく。原因としてソフトテニスの人口が減った

のか、会員登録漏れなのか現在はっきりとした原因はわかっていない。



(5)公認審判員制度に関する事業

更新者が多数であるため東部・中部・西部の 3 地区で年 1 回ずつ実施したい。昨年は臨時で 4

月にも富士で開催した。

(6)大会の記録

全国・東日本・東海大会などで、小中高生やシニアの選手が良い成績を収めている。

※大会記録の追加

P7 第 11 回西日本小学生選手権大会 2017/10/28～2017/10/29 熊本県総合運動公園

  女子個人 120 ベスト 16 外山・吉川（阿多古）

  男子団体 27 ベスト８   静岡県

  女子団体 27 １回戦   静岡県

P14 平成 29年度静岡県高等学校新人体育大会 2017/11/25 北部体育館・磐田市総合体育館

  男子 8 １位 富士宮北高 ２位 知徳高    ３位 浜松商業高 ４位 加藤学園高

  女子 8 １位 富士見高    ２位 浜松商業高 ３位 三島南高   ４位 焼津高

(7)平成 29年度表彰者

表彰者の追加 P21

平成 29 年度日本体育協会スポーツ指導者優秀指導員 村中裕紀子

(8)規程について（小林副理事長）

・表彰規程について（改正点）

小学生…西日本を加えた。団体東海を４→２とした。

高校生…団体東海１→２とした。個人全日本８→16とした。個人東海２→４とした。

シニア…レディースを廃止。年齢ごとの差を廃止。「スポレク」を廃止。

第４条…特別優秀選手の定義を明記。

第５条…追加

   ・旅費規程について（改正点）

交通費…JRの乗車駅から乗車駅間…から改正。(区間を明記)

宿泊料…実費から改正。（定額支給とした）

※県連ホームページ「規約・規程」へ掲載済み。

(9)各委員会より

・小学生委員会（渡瀬委員長）

伊東市新市長へ西日本小学生大会のコート確保の確認を行い、観光課長・生涯学習課長にコ

ート周辺の施設等について依頼し、今後、伊東市と連盟とで分担しながら進めていく。

また、観光課長やスポーツ振興課長、観光協会とも話を交えて再度、打ち合わせを行う予定

である。西日本小学生大会は、2 日間の大会日程で平成 31 年より 3 年間の開催県となる。

・全日本社会人準備委員会（落合理事長）

全日本社会人を今年 9 月に静岡と浜松で開催。第 1 回準備委員会を 12 月 23 日に開催した。

5～6 月頃には役員を決め、会議を行い詳細を決めていきたい。

・高校生委員会（足立副会長）

H30.1.20 東海高校選抜室内大会が行われ、下記の学校が 3 月に行われる全日本高校選抜大会

に出場が決定した。

男子 ３位 富士宮北高

女子 ４位 富士見高 ５位 浜松商業高



・中学生委員会（小野委員長）

東海中学総体  男子団体 ２位 富士川第二中 ３位浜名中

女子団体 ２位 韮山中

昨年から新たに導入した、スポーツインテリジェンスを県大会以上の大会に専属で配置し

た。また、他 3 県の総体を視察に行き、他チームの戦力を分析した。東海ブロックから各 3 団

体しか出場できないなか、半分を静岡県がしめたことは新たに導入した制度が成果をあげた

と思われる。

平成 32 年に花川で全国中学総体が開催される。

・レディース委員会（片山委員長）

シニアレディースが団体 3 位に入賞。

・指導基本規程違反救済申立処理委員会（小林委員長）

4/22に委員会を開催した。平成 28 年度においては、この申し立てに該当するものはなか

った。行き過ぎた言葉の指導は判断が難しいので、場所をわきまえることも重要である。ま

た、各協会の総会などで、受け取り手が受け入れられるような言葉づかいをするように伝え

ていただきたい。

２．平成 29年度収支決算報告(落合理事長)

理事会資料「平成 29 年度収支決算書」により、予算と決算の差額が多い項目を中心に説明した。

＜収入の主な増減＞

・会員登録金の一般が約 5 万円、中学生が約 8万円の減となった。

・事業収入は、主に審判関係の収入の部分で、認定料について予想がつかないため減となった。

・補助金の収入は、28・29 年度分が入っているものがあるため差が生じた。

・東海中学総体 10 万円については、東海連盟より 10 万円の補助があった。

＜支出の主な増減＞

・西日本小学生について、収入に対して支出が多いのは、コート代が高額となったため。

・高校生強化費は、次年度精算を取りやめ、成年分を少年に配分したことにより増となった。

・管理費は 29 年度より事務所の経費を計上。

・旅費交通費が熊本の視察（全日本社会人と全日本小学生）等のため増となった。

・事務経費については、副事務局長がいないため経費が減った。

３．平成 29年度収支決算監査報告（村田監事）

12 月 10 日に掛川の「さんりーな」にて理事長や事務局長の立ち会いのもと監査を実施した。監査

結果について、非常に出金入金、帳簿類が誠実、正確、的確に処理されていたことの報告があった。

＜事業報告、収支決算報告について、承認された。＞

４．平成 30年度日本ソフトテニス連盟等の事業計画について（報告）落合理事長

(1)日本連盟評議員会議の報告

全日本社会人選手権大会について、平成 30 年度より男女 45 の種別を入れることに決定。従っ

て、一般男女・35 男女・45男女の種別となる。そのため、全日本シニアでの 45 男女及び 45 混合

はなくなる。



(2)東日本ソフトテニス連盟総会報告

東日本選手権大会について、全日本社会人と同じく一般男女、35 男女、45 男女となる。

東日本の開催県については、平成 31 年度に長野、平成 34 年度に静岡となっているが、北信越

でのブロック調整ができていないため、平成 31 年度の開催県がまだ決定していない。現在、北信

越ブロックで調整中である。

(3)東海ソフトテニス連盟総会報告

東海選手権と東海シニア選手権については、全日本選手権と同じ取り扱いをするため、45 男女

については東海選手権での実施となる。そのため、東海シニア選手権からは除かれる。

５．平成 30 年度県連盟事業計画（案）提案（落合理事長）

理事会資料により静岡県ソフトテニス連盟の事業計画を説明した。

・全日本社会人選手権大会…平成 30 年度に実施（静岡・花川）

・西日本小学生大会…平成 31年度から 3 年間実施（伊東）

・東海選手権大会…平成 30 年度に実施（花川）

・全日本社会人選手権で使用する簡易得点版について、コート面数分の簡易得点版を置かなけれ

ばならないためこれからどうするか検討する。

・愛好者増加対策として、中学３年生対象の練習会や社会人の増加対策を引き続き行っていく。

・県内主要大会結果を日本ソフトテニス連盟発行の機関誌「ソフトテニス」に投稿している。12

月号には近県成年シニアの結果が掲載されている。

・大会申し込みシステムについては色々なものについて活用している。大会以外につてもこのシ

ステムを利用している。

・スポーツ指導員の資格取得制度が平成 31 年度から変更となり非常に難しくなる。高度な内容に

なり試験も難しくなる。来年度は静岡で公認指導員養成講習会は行わないため、近県で受けて

いただくと良い。

・暴力等の救済申立について、平成 28 年度には公にならなかっただけで、表に出ていないものも

あるかと思われる。指導者の発する言葉や態度が、受け取る側の取り方によって違うため、非

常に難しい部分である。そこを十分に理解して気をつけていただきたい。

＜県連の大会・行事＞

・国体一次とシングルスが重なっているため、国体一次とクラブ選手権を入れ替えた。

・県選手権大会の種別について、平成 30年度は従来通り一般と成年で行う。平成 31年度から 45

男女を県選手権にするかシニア選手権にするかを検討する。

・８月に国体合宿オール静岡を小中高一般の合同練習会を開催していたが、7/30～8/12 まで草薙

がインターハイ体操競技のため駐車場が使用できない。よって、会場を有度山に変更する。会

場変更に伴いコート面数が減るため、どのように運営するかを検討する。

＜平成 30 年度大会日程の調整＞

・県中学生選手権大会（男子） 予備日 6/2→6/3 へ変更

・岡村杯小学生大会 予備日 6/17→6/10 へ変更

・第 2 回常任理事会 9/15（土）→9/24（祝）へ変更

・山静大会 10/7（日）→9/30（日）へ変更

・富士宮市制記念大会 9/30（日）予備日 10/21→10/7（日）予備日 12/16 へ変更

・11/3（土）Step-2U17 強化練習会→削除



・11/4（日）東海実業団リーグ入れ替戦→削除

・小学生東西対抗 12/8（土）・9（日）→1/5（土）・6（日）へ変更

・県選抜インドア選手権大会 エコパ（申請中）→静岡市中央体育館へ変更

・県連盟理事会（総会）1/20（日）→1/27（日）へ変更

・県小学生部会講習会については、場所が確保されていないため保留中

・県レディース中央研修会 1/27(日)→削除

・富士会長杯大会 2/3（日）→1/27（日）へ変更

・県スポーツ指導員研修会Ⅱ 3/9（土）→3/16（土）へ変更予定

・第１回常任理事会 3/16（土）→3/23（土）へ変更

６．平成 30年度収支予算（案）提案（落合理事長）

理事会資料により平成 30 年度収支予算案の概要を説明した。

・収入支出予算は平成 29 年度の実績をもとに計上した。

・スポーツ指導員養成講習会について、平成 30 年度の実施計画がないので、計上していない。

・ジュニア強化費国体強化費について、平成 29 年度残金のみ計上した。平成 30 年度より事後入

金のため平成 31 年度に計上する。

・国民体育大会の本大会については、２種目出場したとして計上している。

・全日本社会人は別途会計で行う。

・平成 31 年度に県連 70周年を迎えるが式典の計画については常任理事会で検討を行う。（昭和 24

年３月に県連が創立。平成 11年 50 周年を開催。）

・平成 31 年度に要覧を作成する予定であるため、予算計上を常任理事会で検討を行う。

＜事業計画、予算（案）について、承認された。＞

７．中学生委員会より（小野委員長）

平成 30 年度の協会別参加枠数の訂正 富士支部男子 10→11 富士宮支部男子 6→5

閉会挨拶     長時間にわたり、ご協議ありがとうございました。意見があれば活発に議論をし、決まったこと

は、みんなで協力していきたい。

理事会終了後、29 年度の功労者、優良団体、ランキング、優秀選手、優秀団体等の表彰を行った。


